
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１２１０２

基盤研究(B)

2013～2011

大学における「アート・リソース」の活用に関する基礎的研究

Basic Research on Utilization of Art Resouces in University Campus

６０１７７３００研究者番号：

五十殿　利治（OMUKA, Toshiharu）

筑波大学・芸術系・教授

研究期間：

２３３２００４２

平成 年 月 日現在２６   ５ ２１

円    12,900,000 、（間接経費） 円     3,870,000

研究成果の概要（和文）：本研究においては、大学ミュージアムだけに依拠しない形で、大学におけるアート・リソー
ス、すなわち教育研究資源としての美術作品を、キャンパス内の施設において活用する方策を研究することを目指した
。筑波大学、名古屋大学、九州大学に拠点を置き、三年間を通じて積極的に研究会や国際シンポジウムを開催し、研究
交流を密にした結果、上記三大学を含めて各大学の教育研究環境の相異が明白となる一方で、そうした差異を超えて他
の事例に学ぶことが多く、そこに連携の可能性があることが判明した。

研究成果の概要（英文）：In this research our aim is to examine ways in which art resources, i.e. art works
 as resources for education and research, can be utilized in campus, independent from university museums. 
We made three research groups in University of Tsukuba, University of Nagoya, Kyushu University and held v
arious research sessions and international symposiums to exchange views on utilization of art resources in
 campus. As a result, we found that differences of educational and research environment among universities
 including the above three are so wide and diverse but that beyond those differences there is a good possi
bility to learn much from other and therefore cooperate with each other. 
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
芸術系の専門的な教育組織のある大学は

別として、一般に総合大学において美術作品
は展示される機会が少ない。しかし、このこ
とは大学に美術作品が所蔵されていないこ
とを意味しない。大学構内の諸施設に飾られ
ている絵画や彫刻等は少なくない。これに加
え、いわゆるコンテンツ等を含めて、学内に
蓄積されている教育研究資源、そして学外か
らも導入可能な資源を、「アート・リソース」
として位置づけ、これを教育研究、さらに社
会貢献に活かす方策について基礎的研究を
行うのが本研究の目的である。 
 大学のミュージアムは日本においても海
外諸国においても活発に活動し、その位置づ
けについて調査研究が進められているが、本
研究が目指すのは、大学博物館のような安定
的な保存管理施設だけではなく、そのような
施設が十分に整っていないキャンパスでも、
どのようにして学生や教職員、さらに地域社
会に対して、教育研究の一環として、「アー
ト」の普及を図るかというより一般的課題で
ある。 
 本研究の起点は日本学術振興会人文・社会
科学振興プロジェクト研究「日本の文化政策
とミュージアムの未来」における「ミュージ
アムの活用と未来―鑑賞行動の脱領域的研
究」（H16-H19 年、研究代表者五十殿利治）
において、美術系ミュージアムを研究対象と
したグループによる研究活動である。同研究
では、鑑賞行動をテーマとして、受容者の史
的研究、携帯情報端末の利用法、視覚障害者
向けの展示の在り方等、多様な視点を設定し
て課題に迫り、最終年度に筑波大学総合交流
会館にて研究成果の大要を公表する展覧会
を企画した。 
同プロジェクト終了後、研究代表者を中心

にして筑波大学研究戦略イニシアティブに
応募し、「A.R.T.(Art Resources in Tsukuba)
の構築―筑波大学におけるアート・リソース
の戦略的ディスプレーと活用」（H20 年～
H22 年、研究代表者五十殿利治）が採択され
た。そのねらいは、学内の中小規模の施設に
おいて美術関連コレクション等を「アート・
リソース」として活用し、戦略的なディスプ
レーを具体化し、地域貢献とともに、研究教
育での効率的運用を図ることである。そのた
め「A.R.T.の構築」においては芸術組織内を
横断して研究拠点を拡充し、大学 Website の
トップページに「筑波アート A.R.T.」
http://www.art.tsukuba.ac.jp/を立ち上げ、
大学関係の美術関連情報を一元的に示すこ
とで、情報発信されず死蔵されがちな資料 
あるいは学内外の教育研究活動の内容を利
用しやすい「リソース」として提示すること
を目指した。バナーは現在でも美術情報欄と
して機能している。 
「A.R.T.の構築」の研究活動は、学内の野

外美術作品の紹介（アート・ツアー）から寄
贈品コレクションの特別展示まで多岐にわ

たり実施されたが、各年度末に活動評価のた
めの外部委員による講評会を行った。 
本研究の研究分担者後小路雅弘は 2年続け

て講評会に参加し、プロジェクトの評価を行
うとともに、2010 年 3 月開催の講評会後の
研究会で、九州大学の美術展示、とくにアジ
ア美術に関する AQA プロジェクト（「九州大
学アジア美術プロジェクト」Project for 
Asian Art of Q-Dai Kyushu University）の
活動について報告を行った。また、同じく研
究分担者の茂登山清文は名古屋大学におけ
るプロジェクトギャラリー「clas」の活動に
ついて述べた。それぞれの活動は学内外に向
けて、九州大学 AQA プロジェクトは
http://aqa.aikotoba.jp/index.html、名古屋大
学プロジェクトギャラリー「clas」は、
http://www.vision.ss.is.nagoya-u.ac.jp/clas/
）において公開されている。 
 
２．研究の目的 
一般に大学には多様な教育研究資源の蓄

積があるが、美術に関係する「アート・リソ
ース」も活用すべき資源として見逃せない。
現在多数の大学にミュージアム（美術館博物
館）が設置されているが、本研究では、より
柔軟に、大学ミュージアムのような施設以外
でも「アート・リソース」を展示・公開し、
また情報発信し、教育研究のみならず、大学
の社会貢献に活用する方策を調査研究する
ものである。 
実施にあたっては、これまで実績のある研

究グループが共同研究のためのプラットフ
ォームを構築するとともに、各大学の置かれ
た状況の相違を織りこむことで、より一般性
のある研究成果を達成することを目指す。 
さらには、大学としての美術に関わる方針、

つまり「アート・ポリシー」策定への提言に
もつながるように努めるものである。 
 
３．研究の方法 
・大学において活用可能な教育研究資源とし

て「アート・リソース」の概念について明
確化し、大学の教育研究のみならず、広く
社会貢献に資するべく、調査研究を進める。 

・「アート・リソース」活用の研究活動につ
いての Website を開設し、社会への発信力
を強化する。 

・拠点ごと（3 班による研究体制）に明確な
研究目標を設定しつつ、拠点間の緊密な交
流と密接な連携を通じて、共同研究として
の成果を深める。 

・芸術系学部・大学院の有無、大学ミュージ
アムの有無など、各拠点が置かれた状況に
即して柔軟な研究活動を行いつつ、その事
例が当該大学にのみ妥当するような閉鎖
性を回避する。 

・国際研究集会を毎年度開催することにより、
先進的な事例に学んで、国際的な動向にも
対応するような研究成果を達成すること
を目指す。 



４．研究成果 
（１）「アート・リソース」という概念の明
確化については、全研究活動期間において、
研究代表者、研究分担者はもとより連携研究
者が正面から取り組んだ。その結果、基礎的
研究という性格にあわせて、アート・リソー
ス概念の共通理解にむけて前進することが
できた。 
（２）研究成果の発信については学会発表等
のみならず、とくに公開の研究会の場を設け
ることを意図した。そのため以下に示すよう
に国際シンポジウム等を積極的に開催し、多
様な観点から「アート・リソース」の活用に
ついて検討を行い、その結果を公刊するなど
して、国内外に向けて「アート・リソース」
と大学における美術品のあり方についての
議論を展開した。 
（３）本研究の最終的な共同研究の成果とし
て報告書「平成 23 年度～25 年度科学研究費
補助金基盤研究（B）研究成果報告書 大学
における「アート・リソース」の活用に関す
る基礎的研究」（総 51 頁）を、研究代表者、
研究分担者、連携研究者、海外連携研究者の
寄稿を集めて公刊した。 
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○アウトリーチ活動 
本研究に関する提言のうち、中小展示スペ

ースを連鎖的に活用する「アートストリー
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